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＜連絡事項＞

特にありません。

＜患者様連絡事項＞

・宮澤　涼太様～退院が1/18(水)13：00に決定しました。主治医へ確認し、初外来は1/25(水)、その日が受診できない場合は1/28(土)となります。

　　　　　　　　昨日の準夜帯に母様より架電あり、1/12(木)12：30～16：30の外出希望あり、主治医より許可となっています。

・藤村　悦子様～本日14：00、療養環境変更目的にて南Aユニットへ転出となっています。

・飯田　修子様～本日12：20北病棟へ入院となりました。詳細は下記参照。

＜入院患者様情報＞

氏名：飯田　修子様　48歳

病名：統合失調症

入院に至った経過：

H28.10.26当院2回目の退院後は訪問看護・介護、生活介護事業所「来夢の里」、青明舎を利用。当院への定期的な外来通院も行われており、病状は安定していた。

　　H28.12.31　18:00頃、本人より警察へ「母さんを殺してしまいそう」「家に火をつけてしまいそう」と電話があり、警察に受診を促されたと母より架電あり受診。診察時は穏やかで興奮、粗暴性はないが母・本人より入院加療の希望がありH28.12.31東病棟Aユニットへ当院3回目の入院(任意)し、本人より退院希望あり1月2日退院となる。　　

　　退院してからも母様との折り合いがつかず、夜間に何度も訪問看護や当院へ架電したり、急に外来受診して入院希望したりしていた。本日、主治医の外来診察にて入院加療希望あり、H29.1.11　12：20北病棟へ任意入院となる。

入院目的：環境調整、精神科リハビリテーション

入院期間：3ヶ月

予測される退院先：施設入所

注意事項：興奮、暴力、離院、逸脱行為

食事：常食。海藻類・パン・赤飯禁

入院時検査：心電図、採血(院内セット、甲状腺セット、糖セット、VPA)、尿検査

　　　　　　できれば明日が良いが、状況を見て明後日等でもかまわないと主治医より指示あり。

継続指示：不穏時に①レボトミン(50)1T　1日3回まで2時間以上あけて　②リスペリドン液2ｍｌ　1日3回まで2時間以上あけて(①②は同時服用可、順不同)

リハビリ：リハプロ、作業療法、SSTは直ぐに導入の指示。リハプロ・作業療法はAグループ。SSTは①グループ。

・荷物は後日母様に宅急便で送ってもらう事になる。

・現金については、本人が通帳管理し、卸すのも本人とする。単独外出許可はまだである。

